
演 題 番 号 （ 記 入 し な い こ と ）  1  

口 演 発 表 ／ ポ ス タ ー 発 表 ／ ど ち ら で も よ い  2  

← 希 望 す る 発 表 形 式 を 記 載 す る  3  

 4  

○ ○ △ △ に 関 す る □ □ 調 査  5  

― ○ ○ ×× に つ い て ―     ← サ ブ タ イ ト ル は 改 行 す る  6  

 7  

○ 衛 生  教 子 1 ）， 教 育  学 美 2 ）， 柏 原  衛 菜 3 ）  8  

1 ） □ □ ■ ■ 歯 科 衛 生 士 専 門 学 校 ， 2 ） △ ▼ 大 学 歯 学 部 口 腔9  

衛 生 学 科 ， 3 ） ○ ○ 市 歯 科 ○ ○ 会  1 0  

← 氏 名 は 姓 ・ 名 の 順 と す る  1 1  

英 文 タ イ ト ル  1 2  

○ E I S E I  N o r i k o 1 ) , K Y O I K U  M a n a m i 2 ) , K A S H I W A R A  E i n a 3 )         1 3  

← 英 文 氏 名 も 姓 ・ 名 の 順 と す る  1 4  

1 ） □ □ ■ ■ S c h o o l ， 2 ） △ ▼ ， 3 ） ○ ○ ○ ○ ○  1 5  

キ ー ワ ー ド ： ○ ○ 調 査 ， 歯 科 ○ ○ ， 学 校 ○ ○  1 6  

K e y  w o r d s ： ○ ○ ○ ， ○ ○ ○ ， ○ ○ ○  1 7  

← キ ー ワ ー ド は 和 ・ 英 と も に 3 語 以 内 と す る  1 8  

  1 9  

【 諸 注 意 】  

● 抄 録 原 稿 は 「 抄 録 テ ン プ レ ー ト 」 を 必 ず 用 い て 執 筆 し て

く だ さ い （ 本 文 設 定 は 1 頁 2 5 字 × 4 0 行 の 段 抜 き 設 定 ）．  

● （ 1 頁 目 の タ イ ト ル 氏 名 ・ 所 属 を 除 い た ） 抄 録 本 文 の み

で 1 , 2 0 0 字 以 上 ， 1 , 5 5 0 字 以 内 と し ま す ．  

● 本 文 は す べ て 「 ．」 ピ リ オ ド ，「 ，」 カ ン マ で 統 一 し て く だ

さ い ．  

● 英 数 字 は 半 角 に し て く だ さ い ．  

● タ イ ト ル ・ 氏 名 ・ 所 属 ・ キ ー ワ ー ド ペ ー ジ は 改 行 し て く

だ さ い ．  

● 抄 録 本 文 は 次 頁 か ら 書 き 始 め て く だ さ い ．  

● 共 同 演 者 ， 所 属 数 が 多 い 場 合 は 抄 録 が 規 程 の 分 量 で も 組

み あ が り が 1 頁 を は み 出 す 場 合 が ご ざ い ま す ． そ の 際 は

本 文 を 調 整 い た だ く こ と も ご ざ い ま す の で ， あ ら か じ め

ご 了 承 願 い ま す ．  

 

記 載 例  

Yoshimoto
テキストボックス
発表者氏名（和文・英文ともに）の前に○をつける

Yoshimoto
線

Yoshimoto
線

Yoshimoto
テキストボックス
所属が異なる場合は，演者・共同演者の右肩に，所属機関は左肩に番号をつける．番号は上付き文字とする．



← 各 見 出 し の 前 は 1 行 あ け る  1  

目 的  ← 各 見 出 し は ゴ シ ッ ク 体 に す る  2  

某 ○ ○ ○ ○ ○ ○ は ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 調 査 で ， ○ ○3  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 行 っ た ． 同 様 の 調 査 で は ， ◆ ◆4  

ら 1 ） が 行 っ た 研 究 も あ る が ， 今 回 ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○5  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 目 的 と し た ○ ○ ○ ○ ○6  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ の 検 討 を 行 い 、 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○7  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 改 め て 行 う こ と と し た ．8  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を ○ ○ ○ ○9  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ し た の で ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 0  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 1  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に つ い て 報 告 す る ．  1 2  

 1 3  

対 象 と 方 法  1 4  

 平 成 ○ ○ 年 度 ○ 月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に ○1 5  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ の ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 6  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 対 象 に ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に お1 7  

い て ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 説 明 し た ．1 8  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ と し ， ○ ○ ○ ○1 9  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○2 0  

○ ○ を 求 め た ．  2 1  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に は ○2 2  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ の 検 定 を 用 い て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に て2 3  

行 っ た ．  2 4  

 な お ， 本 調 査 は ○ ○ 大 学 ○ ○ ○ 倫 理 委 員 会 の 承 諾 （ ○2 5  

○ 大 医 倫 理 第 ○ ○ ○ ○ 号 ） を 得 て 実 施 し た ．  2 6  

 2 7  

結 果  2 8  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ す る こ と で ， ○ ○ ○2 9  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ こ と が で き た ． ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 0  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 1  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に つ い て は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 2  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ で あ っ た が ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 3  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ の 結3 4  

果 と な っ た ．  3 5  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に つ い て は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 6  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3 7  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ で あ っ た ．  3 8  

 次 の ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に つ い て は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○3 9  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○4 0  

Yoshimoto
テキストボックス
「対象と方法」の項に倫理的配慮や研究対象者への配慮をどのように行ったか記載すること．その際は，本会雑誌第8～10巻各第1号の「トピックス」または第12巻第1号31～37ページ「総説」を参考とする．

Yoshimoto
折れ線



○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ で あ っ た ．  1  

 2  

考 察  3  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○4  

○ ○ ○ ○ ○ と の こ と か ら ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○5  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ と 考 え ら れ る ． し か し ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○6  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ の こ と か ら ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○7  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ と い う こ と も う か が え た ．8  

△ △ 2 ） の 調 査 研 究 で は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ と い う こ と も 示 唆9  

さ れ て い る ，  1 0  

今 回 ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 1  

○ ○ ○ ○ ○ に つ い て は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 2  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ で あ っ1 3  

た が ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 4  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 5  

○ ○ ○ が 示 さ れ た ．  1 6  

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ に つ い て は ， ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○1 7  

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ こ と か ら ， 継 続1 8  

的 に ○ ○ ○ ○ ○ ○ を 行 い た い ．  1 9  

 2 0  

文 献 ← あ れ ば 記 載 す る ．  2 1  

1 ） ◆ ◆ ◆ ◆ ， ○ ○ ○ ○ ： ○ ○ ○ ○ ○ に お け る ， ○ ○ ○2 2  

○ の 研 究 ， 日 衛 教 育 誌 ， 1 0 ： 1 0 - 1 7 ， 2 0 1 5 .  2 3  

2 ） △ △ △ △ ： ○ ○ ○ ○ の ○ ○ を 対 象 と し た ○ ○ 調 査 ，2 4  

口 腔 保 健 協 会 ， 東 京 ， 1 1 2 - 1 1 8 ， 2 0 1 4 ．  2 5  




